
「令和８年度小売店等におけるプラスチックごみ発生抑制推進業務」 

の受託候補者選定に係る公募型プロポーザルに関する質問に対する回答 

 

No. 
該当箇所 

質問 回答 
資料名 項目 

１ 

仕様書 ４⑵ 

モデル事業について、仕様書に

記載のない情報で、追加情報が

あれば教えてほしい。 

モデル事業に係る検討状況については以下のとおりです。 

１ プラスチック製容器包装の発生抑制モデル事業 

⑴ 実施手法の検討について 

モデル事業者の募集に当たっては、取組に意欲的な事業者（５～６社を想定）に対し、市から具

体的な実施手法を複数案（５種類程度を想定）提案し、事業者の規模や販売実態などを考慮したう

えで、実現可能性を探っていくといったプロセスを想定しています。なお、実際に取組を行うのは、

仕様書にも記載しているとおり、２～３社程度を予定しています。 

また、モデル事業者確定後は、協議体において、有識者や市民団体などの知見や助言を参考に、

実施手法をより良いものに改善しつつ、モデル事業の内容を固めていくことを考えています。 

⑵ 実施手法案 

実施手法案として現状市で検討しているものは以下のとおりです。不足分については、委託事業

者からの提案※や、有識者等の御意見を反映しながら検討します。 

※ 可能であれば、提案書に記載してください。 

▶ 鮮魚・精肉コーナーや青果コーナーなどでよく見かけるロール状ポリ袋を再利用可能なメッ

シュプロデュースバッグに置き換える取組 

▶ 惣菜コーナーの揚げ物の容器を使い捨てプラスチック容器から紙又はリユース容器に置き換

える取組 

▶ コーヒー豆やナッツなどのリユース容器による量り売りの取組 

２ レジ袋販売廃止モデル事業 

⑴ モデル事業の進め方 

当該モデル事業については、令和７年４月から京都生活協同組合（市内１２店舗）が自主的にレ

ジ袋の販売廃止の取組を開始するなどしており、先進事例を参考にしつつ、協議体の参加者からの

助言もいただきながら進めていくこと想定しています。 

２ 

モデル事業者の募集等に係る

スケジュールは。 

モデル事業者募集等のスケジュールは、以下のとおり想定しています。 

 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

モデル事業実施手法検討           

事業者との協議開始           

モデル事業者募集、選定、補

助金申請★ 
          

モデル事業実施           

効果検証           

補助金実績報告★           

※ ★は「プラスチック製容器包装の発生抑制モデル事業」のみ該当 

※ 破線部分はモデル事業実施手法の検討状況や事業者との協議状況によって前後します。 

 

少なくとも２～３箇月程度の実施を想定 

協議状況により変動（随時） 

モデル事業完了後１箇月程度 

モデル事業完了後１箇月程度
で作成 


